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1 「( JJJ25-I)」と「( JJJ09-I)」は I-JASのサンプル IDを示している。


























B-JASを用いる。2015年 9月北京師範大学に入学した中国人学習者 17名を対象とした 4年間の
縦断的データであり，1年次から 4年次までの前半・後半計 8回調査を行った。調査協力者は 1
年次，16名がゼロから日本語学習をスタートし，1名が 1年の学習歴があった 2。
　対話データに関しては，I-JASに準拠した形でデータが収集されており 3，本研究において使用
2 調査対象者の 17名の留学経験について，2名が 2017年 9月から 2月までの約半年，14名が 2017年 8月お













4 対話（Interaction）は，1. アイスブレーク，2. 現在の話（興味があること，習慣など），3. 出身地の話（有名









































































































を文末につけていたことによる。この具体例については，後述の 4.2節の CCB11の 2年後半の発
話例の中で挙げる。
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表 2　学習者全体の形態面での使用数と割合（%）
















J-CAT 初級 ― 初級後半 ―
中級
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4.2 学習者個別の形態面での使用状況
　学習者個別の使用状況の変容について，特徴的な結果が得られた CCB04と CCB11を例とし


























































































































































































































計 4 1 29 41 31 32 21 34



































































































































































































































































計 2 6 25 33 32 55 73 54
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CCB11は女性で，CCB04同様，入学時点での日本語の学習経験がなく，3年生で 1年間日本の
大学へ交換留学に行っている。日本語レベルにかんしては，1年前半が 140（初級，N5相当），


















































































調査回数 1 2 3 4 5 6 7 8
学年 1年前半 1年後半 2年前半 2年後半 3年前半 3年後半 4年前半 4年後半
J-CAT 初級 ― 初級後半 ― 中級前半 ― 中級 ―
推量 0 （0.0）  13（13.8） 11 （4.9） 41（11.1） 22 （6.6） 13 （3.6） 4 （1.0） 5 （1.5）
意見評価 36（87.8）  76（80.9） 136（60.7） 132（35.8） 198（59.3） 232（65.0） 260（62.4） 221（64.4）
希望決意 3 （7.3） 1 （1.1） 36（16.1） 80（21.7） 44（13.2） 33 （9.2） 58（13.9） 39（11.4）
断定回避 2 （4.9） 2 （2.1） 21 （9.4） 26 （7.0） 23 （6.9） 16 （4.5） 16 （3.8） 12 （3.5）
蓋然性判断 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 6 （1.6） 11 （3.3） 37（10.4） 48（11.5） 45（13.1）
条件的判断 0 （0.0） 0 （0.0） 2 （0.9） 22 （6.0） 19 （5.7） 7 （2.0） 7 （1.7） 8 （2.3）
回想 0 （0.0） 2 （2.1） 18 （8.0） 62（16.8） 16 （4.8） 13 （3.6） 10 （2.4） 6 （1.7）
遂行報告 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （0.3） 2 （0.6） 0 （0.0） 0 （0.0）
相手伺い 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 4 （1.1） 14 （3.4） 7 （2.0）














































































調査回数 1 2 3 4 5 6 7 8
学年 1年前半 1年後半 2年前半 2年後半 3年前半 3年後半 4年前半 4年後半
J-CAT 初級後半 ― 中級前半 ― 中級 ― 上級 ―
推量 4（100） 0  （0.0） 2 （6.9） 6（14.6） 4（12.9） 1 （3.1） 0 （0.0） 0 （0.0）
意見評価 0  （0.0） 1（100） 26（89.7） 25（61.0） 16（51.6） 13（40.6） 7（33.3） 7（20.6）
希望決意 0  （0.0） 0  （0.0） 1 （3.4） 0 （0.0） 2 （6.5） 2 （6.3） 3（14.3） 4（11.8）
断定回避 0  （0.0） 0  （0.0） 0 （0.0） 4 （9.8） 6（19.4） 4（12.5） 3（14.3） 0 （0.0）
蓋然性判断 0  （0.0） 0  （0.0） 0 （0.0） 2 （4.9） 0 （0.0） 8（25.0） 7（33.3） 20（58.8）
条件的判断 0  （0.0） 0  （0.0） 0 （0.0） 1 （2.4） 0 （0.0） 3 （9.4） 0 （0.0） 0 （0.0）
回想 0  （0.0） 0  （0.0） 0 （0.0） 3 （7.3） 2 （6.5） 1 （3.1） 1 （4.8） 0 （0.0）
遂行報告 0  （0.0） 0  （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
相手伺い 0  （0.0） 0  （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （3.2） 0 （0.0） 0 （0.0） 3 （8.8）
計 4 1 29 41 31 32 21 34




























調査回数 1 2 3 4 5 6 7 8
学年 1年前半 1年後半 2年前半 2年後半 3年前半 3年後半 4年前半 4年後半
J-CAT 初級 ― 初級後半 ― 中級前半 ― 中級前半 ―
推量 0  （0.0） 2（33.3） 0 （0.0） 0 （0.0） 2 （4.9） 1 （1.8） 1 （1.4） 0 （0.0）
意見評価 2（100） 4（67.7） 20（80.0） 28（84.8） 28（68.3） 43（78.2） 48（65.8） 40（74.1）
希望決意 0  （0.0） 0 （0.0） 5（20.0） 3 （9.1） 5（12.2） 3 （5.5） 15（20.5） 6（11.1）
断定回避 0  （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （2.4） 4 （7.3） 2 （2.7） 4 （7.4）
蓋然性判断 0  （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （1.8） 2 （2.7） 2 （3.7）
条件的判断 0  （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （2.4） 1 （1.8） 0 （0.0） 0 （0.0）
回想 0  （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 2 （6.1） 3 （7.3） 2 （3.6） 4 （5.5） 2 （3.7）
遂行報告 0  （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （2.4） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0）
相手伺い 0  （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 0 （0.0） 1 （1.4） 0 （0.0）
計 2 6 25 33 41 55 73 54















































































一般社団法人日本語教育支援協会『日本語テストシステム J-CAT』<https://j-cat.jalesa.org/>（2020年 7月 31日）
Study on Learning Process of to omou by Chinese JSL Learners in Dialog: 
Using Beijing Corpus of Japanese as Second Language (B-JAS) Data
FUSE Yukoa　　　SUZUKI Yasuyob
aAdjunct Researcher, JSL Research Division, Research Department, NINJAL
bProject Collaborator, NINJAL
Abstract
Based on Beijing Corpus of Japanese as Second Language (B-JAS), this study focuses on how 
Chinese JSL learners go through the four-year process of learning the phrase to omou (think that) 
in dialog, in terms of morphology and usage. In terms of morphology, to omou typically either 
stands alone, follows a constituent ending with a final particle or ending with an auxiliary verb, or 
precedes a constituent starting with a connective particle or starting with a final particle. The 
learners have progressed with their learning of to omou as the following progress levels in descending 
order: 1. Use of to omou alone. 2. Use of preceding constituents with auxiliary verbs. 3. Use of 
following constituents. 4. Use of preceding constituents with final particles. 5. Combined use of 
preceding and following constituents. In terms of usage, their progress is as the following progress 
levels in descending order: 1. Opinion/Evaluation: Expression of subjective recognition of the 
speaker. 2. Guess: Expression of uncertain recognition of the speaker. 3.1. Hope/Resolution: 
Statement of desire and intention of the speaker. 3.2. Assertiveness Avoidance: Euphemistic 
utterances in consideration of the listener. 3.3. Recollection: Statement of past memories. 4. 
Conditional Judgment: Expression of recognition/judgment of the speaker under certain 
conditions. 5. Probability Judgment: Probability-based expression of a matter the speaker is unsure 
of its authenticity and thus cannot make assertive utterances. 6. Asking other’s intention: Reading 
of the listener’s intention and anticipation of reaction from the listener.
Keywords:  modality expression, acquisition stage, contact scene, learners’ corpus, Chinese JSL 
learner
